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１．はじめに

◎最速降下曲線とは
2点間を結ぶ全ての曲線の内、
物体が初速度0で位置エネルギー
が高い方の点(高所)を出発してか

ら、もう一方の点に達するまでの所
要時間が最も短い曲線（図１）。

最速降下曲線＝サイクロイド

◎サイクロイドとは
円が直線上を滑ることなく転がった際にできる円周上の
ある一点が描く曲線の軌道（図２）。

２．目的
サイクロイドが実際に最速降下曲線であることを検証する。

３．準備方法
① 始点と終点の同じ直線、楕円、円、サイクロイド
の坂を準備する。

② 同じ金属球を使用して、金属球を始点から終点ま
で転がす様子を撮影する。(iPhoneを使用)

③ 動画を見てかかった時間を計測する。
④ ②、③の動作を各種類100回ずつ行い、数値の分
布を調べる。

※ 本実験では坂を転がる所要時間の平均値が最も短
かったものを最速降下曲線とする。

６．実験結果

４．実験器具
・坂（直線、サイクロイド、楕円、円の4種類）
発泡スチロール、プラスチック製レール
縦23cm×横34.5cm×幅2cm

・金属球
ステンレス鋼
直径1cm、質量4.15g

５．坂に使用した曲線の式

・直線 y=2x/3
・サイクロイド
(θ-sinθ,1-cosθ)

・楕円 (x-3)²/3²+y²/2²=1
・円 x²+y²-6x+5y/2=0

図３．実際に使用した実験器具

７．考察
① 計測を行ったところ所要時間が短い順にサイクロイド、楕
円、円、直線となった(図６、図７)。
また、サイクロイドと楕円の平均値の差は0.012と微差で
あった。この二つの曲線は始点付近の角度が急であったた
め、重力によって加速されたと考える。
② 直線以外の坂では最大値・最小値の間で0.1s以上の誤
差が生まれた。これはレールの側面に歪みが生じており、
金属球が歪んだ場所に引っかかりボールの運動が妨害さ
れたと考えた。
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図１．最速降下曲線の
イメージ図

図２．サイクロイドとは？

図６．各坂の所要時間

６cm

図４．坂に使用した曲線のグラフ

図５．図４のグラフの使用した部分
の拡大図

表１．各坂ごとの所要時間 （平均値の有効数字４桁）

８．結論
本実験ではサイクロイドが最速降下曲線であった。
しかし、実験結果が正確性に欠ける為、明確ではない。


